
都道府県等名 大阪市

１　実施期間 ～～

２　対象経費

３　企画・推進委員会実績

（１）　委員構成 8 名

委員長
委員
同
同
同
同
同
同

※企画・推進委員会における会議資料等参考となる資料を添付すること

（２）　開催実績 2 回

【別紙資料参照】

第１回 平成28年8月30日

・発達障がい者支援センター事業実施状況報告（27・28）
・発達障がい者就業支援コーディネーター事業実施状況報告（27・28）
・再構築事業（発達障がい者支援関係）実施状況報告について（25～27）
・発達障がい者支援施策の実施状況について（27・28）
・発達障害者支援法の一部を改正する法律について
・平成28年度障がい者等基礎調査について
・発達障がいガイドの改訂について（検討）

第2回 平成29年2月22日

・発達障がい者支援センター事業実施状況報告（28）
・発達障がい者就業支援コーディネーター事業実施状況報告（28）
・発達障がい者支援施策の実施状況等について（28）
・次期大阪市障がい者支援計画及び大阪市障がい福祉計画の策定について
（その他）
・児童発達支援事業・放課後等デイサービス事業所における発達障がい者支援の状況
に関するアンケート結果
・平成28年度大阪市障がい者等基礎調査集計結果（速報版）　（抜粋）
・総務省行政評価局による「発達障害者支援に関する行政評価・監視」の結果に基づく
勧告について

田中　政宏 大阪市こころの健康センター　所長
井上　芳子 大阪市発達障がい者支援センター所長

開催日 検　討　内　容

溝上　久美子 大阪ＬＤ親の会「おたふく会」副代表
前野　哲哉 大阪市障がい者就業・生活支援センター　所長
岩崎　隆彦 大阪市障がい児･者施設連絡協議会(姫島こども園園長) 

里見　恵子 大阪府立大学地域保健学域教育福祉学類  准教授
田中　勝治 西宮すなご医療福祉センター院長
福田　啓子 大阪自閉症協会副会長

氏　名 職　業　（役　職）

平平成28年度発達障害児者支援開発事業　実施状況報告

平成28年4月 平成29年3月

企画・推進委員会 発達障害者支援モデル事業マネージャー 発達障害者支援モデル事業 合計（円）

143,688 4,970,744 9,894,910 15,009,342



４　発達障害者支援モデル事業マネージャーの配置状況について
（１）資格・経験年数

1

2

3

4

5

6

注）各欄については、具体的に記入すること
　　また、文字数が不足する場合は別様に記入した書類を添付すること

（２）発達障害者支援モデル事業マネージャーはモデル事業に対して客観的な立場にあったか。

（３）発達障害者支援モデル事業マネージャーの活動実績

大阪市発達障がい者支援セン
ター（平成22年4月～） 相談員

　発達障害者支援マネージャーは、モデル事業の実施状況を現場に赴くなどにより常に把握するよう努め、その結果を
委員に報告することにより、発達障がい者の実態について、委員との間の共有に努めた。マネージャーは委員会とモデ
ル事業実施者との連絡調整役であり、客観的な立場で業務を遂行することができた。

　
　支援モデル事業の「発達障がい者就業支援コーディネーター事業」において、発達障がい者支援センター（エルムおお
さか）等の発達障がい者の就労支援に関わる関係機関へ出向き、発達障がい者への相談支援等の状況の把握に努め
るなど、関係機関職員との連携を図り、発達障がい者の就労支援の状況把握を行った。また、26年度から開始している
発達障がい者支援センターとの連携により実施している「成人期当事者ワークショップ（こころとからだのワークショッ
プ）」および27年度に開始した「発達障がいがある学生の就労準備支援事業」の実施に際する調整や現場においての実
施状況把握やアンケートとりまとめを行い、企画推進委員会において報告ならびに提言を行った。
　企画・推進委員会（発達障がい者支援部会）においては、発達障がい者支援センター事業ならびに25年度から実施し
ている「地域サポートコーチ事業」の取組状況や各種講座のアンケート分析結果のとりまとめを行い、市域の発達障がい
者の実情把握に努め、客観的な立場から報告と提言を行った。また、当該委員会で委員より質問・提言された内容につ
いては、すみやかにモデル事業実施者にフィードバックして、より良い事業遂行をめざした。

大阪市職業
リハビリテーションセンター
（平成18年4月～20年3月）

指導員（「障がい者の態様に応じた多様な委託訓
練」（３障がい）担当、発達障がい者含む。）

大阪市立千里作業所
（平成20年4月～22年3月）

社会福祉士
相談支援専門員(初任者)
第１号職場適応援助者

指導員（職業指導員兼就労支援員・主に知的障
がい者担当、発達障がい者含む。）

国立武蔵野学院附属
児童自立支援専門員養成所卒
業

児童自立支援専門員

情緒障害児短期治療施設
あゆみの丘
（平成15年5月～16年3月）

児童指導員（ADHD・アスペルガー症候群等発達障がい児の生活支援）

関係する学歴・職歴等 関係する取得資格等 発達障害児(者）の療育に関する経歴

帝塚山大学人文科学部
人間文化学科卒業 社会福祉主事任用資格



５　支援モデル事業毎の評価について（事業毎に作成すること）

②　事業の類別

③　事業の内容

定員 名
（事業内容等）

・・

・

・

困難事例（うつの悪化で離職など）や障がい受容・特性理解・感情のコントロールな
どの基礎的な社会生活スキルの獲得が必要な就労希望者に対し、発達障がい者
支援センター（エルムおおさか）と連携した支援（「こころとからだのワークショップ」）
を実施するなど、就職準備のプロセスへの移行を図る取組み。

個人特性、就労及び生活歴、現在の状況を把握し、医療機関との連携等を含む手
帳取得の支援、職業適性の把握、訓練等福祉サービス利用等を通じた職業スキ
ルの獲得・向上、職場体験実習、職種のマッチング等、本人の特性を踏まえながら
関係機関とのコーディネートを通じた就職準備を経て就職をめざす取組み。

関係機関や企業と連携した職場定着支援・職場復帰支援の取組み及び仕組みの
構築を図る取組み。

（
実
績

）

　新規相談者６５人のうち、情報提供・定期相談・医療機関連携・こころとからだ
のワークショップなどの発達支援等を経て就職準備支援プロセスへ移行した者５０
人。（資料1【2】－⑥）

　相談者に対する職場定着・復帰支援としての職場訪問延べ８７回、職場訪問による実支援人数２
６人。　事業所に対する職場定着・復帰支援としての職場訪問延べ６４回、実支援事業所３７件（資料１
－【４】－④）

　平成28年度就職者数４０人（内A型事業所８名）（資料１－【5】、資料２）

　「こころとからだのワークショップ」…参加者3名、6回連続講座（資料３）

①就労希望者に対する発達支援・就業支援

委託先法人 社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会

実施施設名 大阪市障がい者就業・生活支援センター（中央センター）

施設の所在地 大阪市天王寺区東上町4-17

選定理由

　大阪市内で障がい者の就業支援の総合センターの役割を担う
大阪市障がい者就業・生活支援センター（中央センター）を運営
し豊富な実績・経験を有することに加え、発達障がい者支援セン
ター事業を通じて、発達障がい者の障がい受容や特性理解、感
情のコントロールといった基礎的な社会生活スキルなどの発達
支援のノウハウも蓄積し、就業支援・発達支援の両面を持ち合
わせている法人である。

事業に定員がある場合

　発達障がいに関する専門知識を有し、かつ、就労支援サービスの提供もできるコーディ
ネーターにより、市内在住の発達障がいがある方（疑い含む）で就労を希望するものの、
就職や職場への適応が困難で、二次的障がいを発症した人など、日常生活又は職業人
として困難をきたしている人に対し、関係機関とのコーディネートによる医療支援・発達支
援・就労支援等を通じて日常生活面の安定から就労に向けた一貫した支援を展開する。
　また、就職や職場生活を実際に行う前段階である学生（大学・専修学校等）で「発達障
がいのある方(疑い含む）」やそういった学生を支援する担当者等に対し、在学中から「発
達障がいの気づき」「特性整理」等の自己理解を深め、「働くこと」を体験し、後に訪れる
就職活動や職場生活上で発生する課題への対応や困難感に対する工夫への準備と
いった発達支援を関係機関と連携しながら検討し展開する。

①　事業名 発達障がい者就業支援コーディネーター事業

（１）地域で暮らす発達障害者に困りごとが生じた時に発達障害者の特性を理解した上で
地域や関係機関において適切な対応を行うための効果的な支援手法の開発

（２）　行動障害、二次的障害の「予防」に関する効果的な支援手法の開発

（該当する番号に○を付けてくだ
さい）

（３）　行動障害、二次的障害の「改善」に関する効果的な支援手法の開発



・・

・

・

・

・

・

・

④　人材の配置状況

（勤務形態等）

・

　における基準 ・

・

・

⑤　対象者の選定 発達障がいがあること（発達障がいの「疑い」含む）

対象者が企業への就職を希望していること

現職業の継続に困難を生じていること

社会生活スキルに端を発した離職や就職活動の困難さを経験していること

・ 大学・専修学校等に在学中の発達障がい（疑い含む）がある方で、将来、企業への
就職を希望していること

専任職員による配置

④発達障がい者の就労支援・発達支援に関する情報の収集、発信

「発達障がいのある人の就職に関する相談窓口」として、障がい者手帳の有無に
かかわらず、就労支援を必要としている人に解りやすく情報を届け、相談者の状況
に応じて発達支援にもつなげるなど、対象者の態様に応じた方向へと道案内する。

（
実
績

）

大阪市障がい者就労支援フェスタへの参加者１９０名、参加企業・機関数４９か
所。（資料６）（参考資料２　「シューカツノート」）

職種 就業支援員
人数 2人

③発達障がい者の地域就労支援

就業や就労継続のための生活支援方法に関する、地域関係機関との検討、連絡
調整、および関連する諸機関との情報共有を円滑に行うためのネットワークを構築
する取組み。
大阪市内7地域に設置する各障がい者就業・生活支援センターや就業相談を行う
支援機関における、発達障がい者への就労支援スキルの向上を市内全域でめざ
す取組み。

対象者が地域で普通に日常生活を送り、働き暮らせるよう、障がいを理解し、支え
る機関を増やすとともに、学校や発達障がい者支援機関など、各機関の役割に応
じて、対象者へ最大限の支援が提供されるよう連携調整する。

（
実
績

）

セミナー等講演会への講師派遣等５回、参加者数３２０名。　（資料６）

市域7か所の地域障がい者就業・生活支援センター就労支援員への発達障が
い相談支援手法の伝達による後方支援。月1回程度の勉強会における「対応事例
紹介・ケース検討」「連携先・連携方法等の共有」等　（資料７）

②将来、企業への就職を希望する、発達障がい（疑い含む）のある学生等に対する発達
支援・就労準備支援

就職や職場生活を実際に行う前段階である発達障がい（疑い含む）のある学生お
よび学生支援担当者等に対する自己理解等の発達支援の実施。

「ビジネスマナー」講座受講や「しごと体験」等の実習体験を通じ、就労に向けた課
題整理などの就労準備支援の実施。

連携先大学、専修学校等へ「発達障がいの正しい理解と適切な対応」や「社会資
源の活用」等についての出前講座等を実施し、在学中の早い段階からの学生支援
の必要性や「学生就労準備支援プログラム」の活用について周知を図る取組み。

（
実
績

）

就労準備支援講座 参加学生8名、参加学生支援者2名、参画（参画準備調整含
む）した大学2校　（資料４）（参考資料１「就労について語ろう会」「シューカツ準備し
ませんか？！」チラシ）

就労準備支援として、専修学校・定時制高校等へ「出前講座」を実施し、学生支
援者等へ発達障がいの正しい理解と対応の工夫や社会資源の利用ノウハウなど
を発信。出前講座実施回数１５回、参加者数６８４名。　（資料５）



⑥　事業による効果 ①

・ 　職場定着支援では、就労の準備段階で、医療機関・ハローワーク・障害者職業セ
ンターのジョブコーチ制度・就労移行支援等の訓練機関と連携し、整理した本人の
障がい特性や支援方法を企業に伝えることで、障がいに対する理解を促し、職場
環境を整えることが出来た。特に就職先企業においては、人事や現場担当者だけ
でなく、産業医とも連携することで、企業が自立的に職場定着支援が実施できる仕
組みづくりに寄与した。
　雇用が長期にわたると職場環境の変化（業務内容、人的環境）の発生は避けら
れないため、本人との定期面談等により、職場環境の変化を早めに把握すること
で、変化に対する本人の気持ち等の準備を整えることが出来、職場不適応を未然
に防ぐことが出来た。また、日頃から企業と情報共有体制を整えておくことで、生じ
た課題に速やかに対応することが可能となり、休職や離職を回避することができて
いる。
　

・ 　就労準備のためにつながった資源としては、障がい者職業センター（職業評価・
準備支援）、就労移行支援、職業能力開発施設、自立訓練、就労継続支援B型、
就労体験、企業実習等があげられる。大阪市内には就労準備を行う訓練機関が
数多く存在する。多くの選択肢の中から選択することが一人では難しい人に対し、
本人の希望に合いそうな機関をピックアップし見学同行や体験の手配、その後の
情報整理等を行いながら本人が選択しやすい環境を作り、本人が納得できる訓練
施設につながることが出来た。就労準備中の本人の状況をハローワークと共有す
ることで、本人と職場・職種のマッチングがよりスムーズになり、効果的な職業紹介
が可能になった。
　生活面に不安定要素のある人については、地域の相談支援事業所に協力をお
願いし、ヘルパー派遣や金銭管理、健康管理などを行うことで就労準備や就職活
動により集中しやすい環境を整えた。
　コーディネーターが関わることによってこれまでなかった福祉資源へのつながり
が出来ること、就職までに準備しておくべきことが整理されること、就職活動や手続
きの際のコミュニケーションの行き違いによるトラブルが軽減されることなどの効果
があった。また、医療機関とのこまめな情報共有（受診同行含む）により、訓練機関
とも精神症状（二次的障がい等）への対応について共通の認識を持ち就労準備訓
練を行うことが出来た。
さまざまな支援機関の役割を踏まえ、コーディネーターが継続的に支援をコーディ
ネートするという取組みにより４０人の方が就職につながった。
　

就労希望者に対する発達支援・就業支援

・ 　就職希望者の就労を困難にする要因としては、就労支援や福祉サービスの存在
や活用方法について知識が無い、自分の障がい特性やそれに対する工夫を知ら
ない、対人関係に自信が持てない、生活リズムや生活習慣の乱れがある、家族と
の認識や意向に食い違いがある、医療的ケア（精神面での）が必要な状態である
こと等があげられる。就業支援コーディネーターは就職希望者の「道のり」から就労
を困難にする要因や就労希望内容の整理、必要に応じて医療機関と連携し、本人
と主治医との意思疎通補助や医療機関のケースワーカーと情報共有を図ること
で、精神面の安定に向け効果的な治療と就労支援が並行して実施できるという効
果をもたらしている。

・ 　発達障がいの特性理解については、面談で、本人が過去に直面した困難な場面
や苦手な場面、本人や家族が自覚している特性等の聞き取り等を通して一緒に整
理をしたり、訓練や実習等の「実体験」と「ふり返り（他者からの客観的な評価）」を
通じて整理をすることで、具体的でより深い理解につながった。また、発達障がい
者支援センター、長居障がい者スポーツセンターと連携して、困難事例を対象に
「こころとからだのワークショップ」を実施した。グループワークでは、どんな時にプ
ラスの感情を感じるかを書き出すことから始め、感情がマイナスにふれかけた時の
修復方法を話し合いながら見つけていくことを実践した。また、からだを動かす体験
で得られた爽快感やリラックス感を実感することで、身体活動が「健康維持」だけで
なく「感情のコントロール」に役立つことに気づくこと、また、できていること、そこそ
こできること、苦手なことを書き出して「自己理解」のきっかけづくりをする等、就労
に向けた次のステップへのベース作りの一端を担えたものと思われる。



・

③

④

② 将来、企業への就職を希望する、発達障がい（疑い含む）のある学生等に対する
発達支援・就労準備支援

大学や専門学校等を卒業後、社会とのつながりが持てないまま無業状態に陥り発
達障がい者就業支援コーディネーターのもとへ相談に訪れる方の中には、アルバ
イトで働く経験もないなど、「働く」イメージが持てず、また自分の特徴が整理できな
いまま就職活動をしてうまくいかなかった事例が多い。27年度は、大学紹介から紹
介された4回生の学生が個別に当プログラムのGWや企業実習に参加されたが、事
例を通して、入学後なるべく早く自分の特徴を考えてみる・就労支援情報を知る機
会を持ち、できれば働く経験をすることの必要性が再確認された。それを受けて、
28年度は、プログラムの入り口として「就労について語ろう会」を年間数回開催し、
大学卒業・就職後や卒業後、休学中に発達障がいであることがわかり就労移行支
援事業所を経由して特例子会社や一般企業（パート、障がい者雇用）に就職した当
事者をゲストスピーカーに招き、診断されてからの経緯も含めた経験談を複数で聞
いていただく機会を設定した。その結果、2回生、3回生の他、就職課の支援者も
「語ろう会」と企業見学に参加され、その場で学生と就職担当者が直接つながるこ
とも実現した。一般就職を希望する学生も多く、特例子会社や障がい者雇用での
実習への参加には至らなかったが、プログラム参加後に休学・退学することになっ
た学生や新卒の学生については、半年以内に障がい者雇用を目指すなど、長期
間さまようことなく各自に合った進路を見出すことができ、ある程度発達障がいが
ある大学生の就労に向けたプログラムの効果が得られたものと思われる。
　また、専修学校・定時制高校等への「出前講座」により「発達障がい理解講座」を
積極的に実施し、「教職員」「家族」に発達障がいの正しい理解と対応の工夫、社
会資源利用ノウハウを発信することで、在学中の早い段階からの学生支援の必要
性について周知を図ることができたとともに、発達障がいのある学生の「身近な支
援者」「身近な応援者」を増やすことにつながった。また、体験実習や社会資源の
活用を紹介することで、就労にむけての「体験」や働く事について前向きに考えて
みるきっかけづくりにもつながった。

発達障がい者の地域就労支援

・ 　講演等を通じ、より多くの関係機関・支援者等に発達障がいに関する正しい理解
や支援の工夫、特に発達障がい者の就労支援の実際や支援ノウハウを広く発信し
地域における支援ネットワーク構築を推進した。
　特に、「日本精神神経科診療所協会児童青少年問題関連委員会」において精神
科医師・小児科医師・心理士、教員等へ発達障がいのある方の就労支援の状況を
発信することで、判定・診断後の支援の方向性や医療と教育、福祉との連携の必
要性について改めて認識いただくことができた。
　加えて、市内学校園の特別支援教育を担当する教員向けセミナーでは、「就労支
援とキャリア教育について」とし、障がい者就労支援に関わる機関の役割を伝え、
学校と卒業後の見通しや、在学中に準備出来ることなどを周知し支援手法の発信
を行った。
　また、地域で発達障がいのある方への適切な支援が可能となるよう、コーディ
ネーターは、毎月1回程度各地域就ポツ（市内7か所）の支援員を集めて勉強会を
行い、ケース対応事例や就労までの「道のり」の紹介等を通じて支援手法を発信
し、発達障がい者への就労支援スキル向上につなげている。

発達障がい者の就労支援・発達支援に関する情報の収集・発信

・ 　大阪市障がい者就労支援フェスタを企画・開催。当事者・家族・教育関係者・相談
支援機関職員・企業担当者等など参加者は１９０名、参加企業・機関４９事業所で
あった。
　障がい者雇用で働く当事者と、雇い入れている企業の担当者、その支援者によ
る体験談をとおして、就職活動に困難を感じている当事者や保護者、支援関係者
に向けて、企業の障がい者雇用に対する考え、雇用現場の工夫や悩み、障がい者
就業・生活支援センターや発達障がい者就業支援コーディネーター事業および障
がい者就労支援についての理解を深め、支援手法の普及を図った。
　当事者・支援者・雇用者といった様々な立場の考え方を知ることの重要性を周知
するとともに、各機関が「縦割り」ではなくつながりを持ちながら役割分担をして対
象者を支える仕組みについて、ケース事例を交えながら発信し、さまざまな支援手
法を広めることができた。



⑦　事業効果を測るた
　めの視点及び検証
　方法

　（上記の番号と対比させて

　　記入すること）

②

⑧　他地域に手法を
　広げるための方法

⑨　国に提出する
　成果物

⑩　今後の課題

注）各欄については、具体的に記入すること
　　また、文字数が不足する場合は別様に記入した書類を添付すること

・大阪市ホームページにおいて、各々の事業実施内容に加え、就職につながった方の
「初回相談時の状況」「相談経路」「利用した社会資源」等を詳しく記載した資料を掲載し、
支援者だけでなく、当事者やその家族の方にも「相談のきっかけ」や「相談後の道のり」な
ど参考となるよう情報掲載する。（ただし、大阪市発達障がい者支援部会資料として。）

・障がい者支援機関の位置づけではない機関（高等学校、専修学校、大学、医療機関、
企業等）への講演会を積極的に行い、発達障がいの正しい理解や発達障がいのある方
への就労支援手法、困った時の対応や工夫の一例について、支援者だけでなく、当事者
やその家族へ周知を図り、就職活動を行う前段階から「就職準備支援（自己理解の取組
みなど）」を行うことの効用について発信する。

・ 発達障がい者就業支援コーディネーター事業報告

【１】　発達障がい者就業支援コーディネーター事業については、２８年度においても、６５
名が新規登録しており、発達障がい者の就労支援の専門的窓口として多くのニーズがう
かがえる。一方、大阪市では平成27年度に市内6か所の各地域就ポツの就労支援員を2
名⇒3名に増員し、発達障がい者の就労支援に身近な地域でも対応可能となるよう、相
談支援体制の強化を図ったところである。市内7か所の就ポツにおける相談支援件数
は、全体で29,956件⇒30,586件と増加した。また、毎月の市内就ポツ連絡会の中では、発
達障がいのある方の困難事例が多くなってきている状況も報告されており、各就ポツの
就労支援員が困難事例にも対応できるよう、今後も、発達障がい者就業支援コーディ
ネーター事業において、職員のスキル獲得に向けた後方支援の取組みをより一層進め
ていく必要がある。

【2】　「発達障がいのある学生への就労準備支援」については、参加学生への支援だけ
でなく、学生が所属する大学等の機関の学生支援者への理解促進の程度や大学生活と
のスケジュール調整が鍵となる。28年度は大学からの紹介はあったものの、その後の連
携については決して十分とは言えず、大学側の学生支援者と共に「就職準備のための課
題整理」をしっかり行えるまでの連携の深まりには至らなかった。一方、就職課の支援者
も「語ろう会」と企業見学に参加することにより、発達障がいのある学生が「働くために必
要なこと」を知ることで、就職担当者が発達障がいのある学生や相談機関と直接つなが
ることの重要性を認識していただけた。このことから、1人でも多くの学生支援者へ「発達
障がい理解」や「就職準備支援」について、丁寧に説明するともに、組織的に「発達障が
いのある学生」への学内支援を考えていただくための仕掛けの提案に携わるなとの連携
が必要である。
　

　学生への就労準備支援講座について、参加した学生と連携大学の学生支援者
にアンケートと個別に感想を聴取した。
　また、専修学校・定時制高校等への出前講座においては、講座受講のきっかけ
や講座プログラムに関し、参加の教職員だけでなく参加学生からの意見集約がで
きるよう、講座終了後、参加者にアンケートを実施。

③ 　講師として参加したセミナー等については、各主催者が実施したアンケート調査
結果の情報提供をうけ分析している。

④ 　就職者・支援者・企業担当者に体験談を語ってもらうセミナーの終了後、参加者
に対してアンケート調査を実施した。発達障がい者への就労支援に対する関心の
有無、就労支援に関して必要としている情報などについて質問項目を設定し、検証
をおこなった。

① 　継続して相談をしているケース、職業準備のための訓練や職場定着支援などを
継続して受けているケースについては、就業支援コーディネーターが関わることで
の展開とつながった地域資源、関わりを通した本人の変化、就労に向かう道のりの
ふりかえりを行った。情報提供など1回～数回の面談で終了したケースについて
は、相談者が求めていた情報の内容を整理した。医療機関と情報共有を行ってい
るケースについては、医療機関から見た本人の変化についての聞き取りを行い、
効果的な支援が出来ているかのふりかえりを行った。「こころとからだのワーク
ショップ」参加による自己理解等については、参加者へ記述式のアンケートを実
施。



６　全国に普及すべき内容について　（事業毎に作成すること）

○大阪市内の発達障がい者支援システム構築への仕掛け

  発達障がい者に対するサービス・役割を支援機関に振り分けていくコーディネート手法や、発達障がい
がある方と面談する中でのニーズ整理や自己理解をすすめていく具体的な手法を、障がい者就業・生活支
援センター、ハローワーク、就労支援施設などど共有するための仕掛け
（支援者養成講座、ブロックごとの連絡協議会や障がい者就業・生活支援センター連絡会議での事例検討
会、事例集の作成・普及など）

  就労支援のどの窓口に行っても、発達障がいのある方が一定の方向付けや支援をうけられるように、発
達障がいがある方の就労支援に関する情報を効果的に発信する仕掛け

　 大学生の仕事体験など、在学中から「働くこと」のイメージを持ち「自分にマッチした仕事探し」を準備して
いく際に、福祉施設などの評価・実習機能が利用できないなど、支援体制が整っていない。在学中から「発
達障がいの疑いのある方」やそういった学生を支援する進路担当者に対する障がい理解・自己理解の促進
や「しごとを知る体験」といった発達支援を展開していく仕掛け
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平成2 8年度

発達障がい者就業支援
コーディネーター事業

相談者の状況
（平成2 9 年3月3 1 日時点）

大阪市障がい者就業・生活支援センター

【1】登録者の状況

平成２７年度 平成２８年度

登録者数 2 7 7 名 2 2 2 名

内訳

①前年度からの
継続相談者 2 2 3 名 1 5 7 名

②新規相談者 5 4 名 6 5 名

・「登録者」とは、継続した就労支援を希望している者



【2】平成2 8年度新規相談者の状況

（
人
）

①新規相談者数の変化
Ｈ2 0 Ｈ2 1 Ｈ2 2 Ｈ2 3 Ｈ2 4 Ｈ2 5 Ｈ2 6 Ｈ2 7 Ｈ2 8

相談者
合計

3 7 4 7 6 3 9 7 8 2 9 4 8 9 5 4 6 5 6 2 8

②新規相談者の
男女内訳と年齢層

年齢層

36名

29名

年齢層 1 0 代 2 0 代 3 0 代 4 0 代 5 0 代 6 0 代

Ｈ2 8 年度 1 0 名 2 8 名 1 7 名 8 名 2 名 0 名

Ｈ2 7 年度 8名 2 3 名 9 名 1 3 名 0 名 1 名



③新規相談時の状況

在職者
（1 9 名）内訳

障がい者雇用 3名

一般雇用 1 6 名

就労継続A 型 ０名

在学者
（1 1 名）内訳

高等学校 3名

専門学校 4名

専修学校 1名

大学 3名

※一般雇用に休職中4名含む

求職中
（34名）

在職中
（19名）

在学中
（11名）

その他 1名

④新規相談時に所持していた
障がい者手帳の種類

2名

5名

（27名）
（31名）

・初回相談時 障がい者手帳所持者 6 5 名中 3 8 名
・平成2 9 年3月3 1 日時点 手帳所持者 6 5 名中 4 8 名



⑤新規相談者の相談経路
（どこから紹介されたか）

Ｈ2 7年度 Ｈ2 8 年度

ホームページ 1 2 名 1 1 名

医療機関 9名 1 5 名

ハローワーク 6名 9名

家族・知人 5名 3名

エルムおおさか 5名 4名

区役所 4名 9名

学校 3名 2名

障害者職業センター 2名 2名

はーとふるぷらざ 2名 1名

若者・一般向け相談機関 2名 5名

就労移行支援事業所 2名 1名

企業 1名 2名

その他（困窮者支援等） 1名 1名

⑥新規相談者への関わり
（どんな社会資源につながったか）

支援内容 支援人数（のべ）

情報提供のみ（初回相談で終了） 1 5 名

定期的な相談 6名

訓練施設の見学 2 4 名

訓練施設の体験利用 1 4 名

職業評価（障害者職業センター） 1 7 名

職業準備支援（障害者職業センター） 7名

訓練施設の利用（就労移行支援） 4名

訓練施設の利用（就労継続Ｂ） 4名

訓練施設の利用（委託訓練） 1名

ハローワーク同行 4名

医療機関との連携 9名



【3】継続相談者の状況

在職中（7 7名）
内訳

障がい者雇用 5 6 名

一般雇用 1 0 名

継続A 型 1 1 名

求職中
（7 1 名）内訳

就労移行 2 5 名

継続B型 5名

自立訓練 8名

訓練校 2名

準備支援 0名

生活介護 1名

相談のみ 3 0 名

その他
9名

※休職者0名

継続相談者（1 5 7 名）の内、
9 0％が障がい者手帳を所持している

Ｈ2 7年度 Ｈ2 8年度

就職に向けた
相談・支援

1 0 7 0 件 1 5 0 7 件

職場定着に向けた
相談・支援

6 0 6 件 8 1 4 件

就業と生活両方にわたる
相談・支援

2 0 8 件 4 7 0 件

合計 1 8 8 4 件 2 7 9 1 件

【４】登録者への相談・支援
（登録者＝新規相談者＋継続相談者）

①相談・支援件数（内容別・延べ件数）



②相談・支援件数（手段別・延べ件数）

Ｈ2 7年度 Ｈ2 8 年度

センターへの来所 3 4 7 件 3 2 5 件

電話・FA X ・メール 1 0 6 4 件 1 9 3 5 件

職場訪問（のべ訪問回数） 1 0 5 件 1 0 9 件

家庭・入所施設への訪問 1 9件 9件

その他
（ハローワーク、医療機関、区役
所等への同行、ケース会議等）

3 4 9 件 4 1 3 件

合計 1 8 8 4 件 2 7 9 1 件

③相談・支援で連携した機関
就職に向けた
相談・支援

ハローワーク、障がい者職業センター
医療機関、はーとふるぷらざ、エルム、
区役所（福祉・生保・困窮者窓口等）
相談支援事業所、各種学校、一般向相談窓口
障がい者福祉サービス事業所
（就労移行、継続A ・B、自立訓練等）
職業能力開発施設、体験実習先の企業など

職場定着に向けた
相談・支援

就職先企業（人事・現場担当者、産業医等）
ハローワーク、障がい者職業センター
医療機関、相談支援事業所、
就労移行など職業訓練を受けていた機関
区役所（福祉・生保・困窮者窓口等）

就業と生活両方に
わたる相談・支援

ハローワーク、障がい者職業センター
区役所（福祉・生保・困窮者窓口等）
相談支援事業所、訪問看護ステーション、
障がい者福祉サービス事業所
（ショートステイ、ヘルパー、ケアホーム）
医療機関、地域包括支援センターなど



④職場定着支援・職場復帰支援
本人に対する支援 Ｈ2 7 年度 Ｈ2 8 年度

支援対象者（在職中の方） 1 1 3 名 9 6 名

職場定着に向けた相談・支援
（来所相談、電話等、職場訪問、家庭訪問
など）

6 0 6 件 8 1 4 件

職場訪問件数（のべ） 7 5 件 8 7 件

職場訪問実人数 2 4 名 2 6 名

事業所に対する支援 Ｈ2 7 年度 Ｈ2 8 年度

支援を実施した事業所 3 0 件 3 7 件

来所 2件 2件

電話（メール、FA X 含む） 1 1 7 件 1 1 3 件

職場訪問 4 0 件 6 4 件

その他（ケース会議等） 3件 3件

【5 】就職者数



平平
成
28
年
度
就
職
者
一
覧

障
害
者

手
帳

診
断
名

年
代
就
職
時
に
お
け

る
一
般
枠
の
有

無

就
職
ま
で
に

要
し
た
期
間
（月
）

定
着
状
況

職
種
・業
種

週
労
働
時
間

相
談
経
路

利
用
し
た
社
会
資
源
等

1
知
的
広
汎
性
発
達
障
害

40
36
ヵ
月

１
か
月
で
退
職

軽
作
業
・商
品
管
理

30
時
間
以
上

就
ポ
ツ

求
職
中
他
地
域
の
就
ポ
ツ
で
相
談
し
て
い
た
が
、
担
当
者
と

の
折
り
合
い
が
悪
く
な
っ
た
。

就
労
継
続
Ａ
型
事
業
所
を
利
用
し
な
が
ら
転
職
活
動
。

2
精
神
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

20
8ヵ
月

技
術
職
（通
信
機
器
）
30
時
間
以
上

職
業
訓
練
校

（一
般
向
け
）

在
学
中

訓
練
校

一
般
向
け
職
業
訓
練
校
で
訓
練
中

職
業
評
価
（職
業
セ
ン
タ
ー
）で
障
が
い
特
性
や
傾
向
の
整
理
。

3
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

40
ク
ロ
ー
ズ

12
ヵ
月
（転
職
）

施
設
管
理

30
時
間
以
上

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（障
害
者
窓
口
）

求
職
中
障
害
者
雇
用
で
働
い
て
い
た
が
、
退
職

職
業
訓
練
校
（一
般
向
け
）で
設
備
管
理
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
転
職
。

4
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

40
ク
ロ
ー
ズ

2週
間
（転
職
）

2か
月
で
退
職

事
務
職

30
時
間
以
上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

在
職
中

ク
ロ
ー
ズ

一
般
枠
で
働
い
て
い
た
が
、
体
調
不
良
で
休
職
中
。

転
職
希
望
。

職
業
評
価
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

職
業
準
備
支
援
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

5
精
神
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

広
汎
性
発
達
障
害

20
1ヵ
月

１
か
月
で
退
職

事
務
補
助

30
時
間
以
上

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（障
害
者
窓
口
）

在
職
中

ク
ロ
ー
ズ

一
般
枠
で
働
い
て
い
る
が
、
転
職
希
望

退
職
後
、
職
業
評
価
（職
業
セ
ン
タ
ー
）と
職
業
準
備
支
援
（職
業
セ
ン

タ
ー
）を
利
用

6
知
的
広
汎
性
発
達
障
害

（知
的
障
害
重
複
）

40
4ヵ
月

介
護
補
助

30
時
間
以
上

就
労
移
行
支
援

求
職
中
就
労
移
行
支
援
事
業
所
か
ら

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

職
場
実
習
の
手
配

就
労
移
行
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携

7
精
神
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

広
汎
性
発
達
障
害

30
35
ヵ
月

事
務
補
助

30
時
間
以
上

エ
ル
ム
お
お
さ
か

求
職
中
仕
事
が
う
ま
く
い
か
ず
障
害
を
疑
い
相
談

職
業
評
価
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

職
業
準
備
支
援
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

8
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

30
16
ヵ
月

事
務
補
助

特
例
子
会
社

30
時
間
以
上

エ
ル
ム
お
お
さ
か

求
職
中
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
ず
相
談

就
労
継
続
Ａ
型
事
業
所
を
利
用
し
な
が
ら
転
職
活
動
。

9
知
的
広
汎
性
発
達
障
害

て
ん
か
ん

20
3ヵ
月
（ 転
職
）

介
護
職

30
時
間
以
上
は
ー
と
ふ
る
ぷ
ら
ざ
在
職
中

ク
ロ
ー
ズ

一
般
枠
で
働
い
て
い
る
が
、
転
職
希
望

支
援
後
、
障
が
い
者
向
け
ヘ
ル
パ
ー
講
習
受
講
、
障
が
い
者
枠
で
就
職

す
る
が
、
人
間
関
係
に
悩
み
転
職
。

10
知
的
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

（知
的
障
害
重
複
）

20
4ヵ
月

2か
月
で
退
職

調
理
補
助

30
時
間
以
上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

求
職
中
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
ず
相
談

職
場
実
習
の
手
配

離
職
後
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
を
利
用

11
精
神
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

20
ク
ロ
ー
ズ

１
ヵ
月

１
か
月
で
退
職

補
充
作
業
員

30
時
間
以
上

就
ポ
ツ

求
職
中
障
害
者
枠
と
一
般
枠
を
迷
い
相
談

離
職
後
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
を
利
用

12
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

20
31
ヵ
月

事
務
補
助

30
時
間
以
上

医
療
機
関

求
職
中
前
職
（ク
ロ
ー
ズ
）を
体
調
不
良
で
退
職

障
害
者
手
帳
取
得
後
の
相
談

職
業
評
価
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

就
労
移
行
支
援
事
業
所

13
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

抑
う
つ
状
態

40
6ヵ
月

６
か
月
で
退
職

倉
庫
内
業
務

30
時
間
以
上

就
労
移
行
支
援

求
職
中
就
労
移
行
支
援
事
業
所
か
ら

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

職
場
実
習
の
手
配

離
職
後
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
を
再
利
用

14
精
神
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

30
5ヵ
月

事
務
補
助

30
時
間
以
上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

求
職
中
一
般
枠
で
働
い
た
経
験
あ
り
。

就
職
活
動
が
う
ま
く
行
か
ず
相
談
。

職
業
評
価
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

職
業
準
備
支
援
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

15
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

30
14
ヵ
月
（転
職
）

食
品
加
工
工
場

30
時
間
以
上

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（障
害
者
窓
口
）

求
職
中
一
般
枠
で
働
い
た
経
験
あ
り
。

就
職
活
動
が
う
ま
く
行
か
ず
相
談
。

支
援
後
障
が
い
者
雇
用
で
3年
半
働
く
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
退
職

職
業
評
価
（職
業
セ
ン
タ
ー
）、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
を
利
用
し
転
職

16
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

20
39
ヵ
月

事
務
補
助

30
時
間
以
上

親
の
会

在
学
中

大
学

大
学
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
の
相
談

就
労
移
行
支
援
事
業
所

17
知
的
広
汎
性
発
達
障
害

（知
的
障
害
重
複
）

20
18
ヵ
月
（転
職
）

工
場
内
作
業

30
時
間
以
上
は
ー
と
ふ
る
ぷ
ら
ざ
求
職
中
専
門
学
校
中
退
後
、
一
般
枠
で
働
く
が
退
職
。

障
害
者
手
帳
取
得
後
の
相
談
。

支
援
後
、
障
が
い
者
雇
用
で
働
く
が
人
間
関
係
で
悩
み
1年
で
退
職

離
職
後
、
職
業
能
力
開
発
校
で
訓
練
し
再
就
職
。

18
精
神
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

20
9ヵ
月

３
ヶ
月
で
退
職

事
務
補
助

30
時
間
以
上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

求
職
中
一
般
枠
で
働
い
て
い
た
が
、
苦
労
す
る
こ
と
が
多
く
発

達
障
害
を
疑
っ
て
相
談

職
業
評
価
（職
業
セ
ン
タ
ー
）、
職
業
準
備
支
援
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

19
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

20
ク
ロ
ー
ズ

2ヵ
月

販
売

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（障
害
者
窓
口
）

求
職
中
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
は
あ
る
が
、
現
在
は
ひ
き
こ
も
り

就
労
移
行
の
見
学
を
す
る
が
、

「す
ぐ
に
お
金
が
必
要
だ
」と
ア
ル
バ
イ
ト
を
開
始
。

20
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

30
ク
ロ
ー
ズ

6ヵ
月
（転
職
）

１
週
間
で
退
職

工
場
内
作
業

30
時
間
以
上

困
窮
者
支
援

求
職
中
一
般
枠
で
働
い
た
経
験
あ
り
。

就
職
活
動
が
う
ま
く
行
か
ず
相
談
。

支
援
後
、
障
が
い
者
雇
用
で
働
く
が
人
間
関
係
で
悩
み
2年
半
で
退
職

離
職
後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
職
活
動
。

初
回
相
談
時
の
状
況



障障
害
者

手
帳

診
断
名

年
代
就
職
時
に
お
け

る
一
般
枠
の
有

無

就
職
ま
で
に

要
し
た
期
間
（月
）

定
着
状
況

職
種
・業
種

週
労
働
時
間

相
談
経
路

利
用
し
た
社
会
資
源
等

初
回
相
談
時
の
状
況

21
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

20
27
ヵ
月

軽
作
業
・商
品
管
理

30
時
間
以
上

区
役
所

求
職
中
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
ず
相
談

就
労
移
行
支
援
事
業
所

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

22
知
的
発
達
障
害

20
1ヵ
月

１
週
間
で
退
職

調
理
補
助

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（障
害
者
窓
口
）

求
職
中
過
去
に
支
援
機
関
に
登
録
し
て
い
た
が
、
疎
遠
に
。

就
職
活
動
に
行
き
詰
っ
て
相
談
。

面
接
同
行
。

職
場
実
習
の
実
施

23
精
神
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

30
ク
ロ
ー
ズ

1ヵ
月

保
育
補
助

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

医
療
機
関

在
職
中
一
般
枠
で
働
い
て
い
る
が
、
転
職
希
望

定
期
的
な
相
談

24
精
神
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

30
20
ヵ
月

事
務
補
助

30
時
間
以
上

医
療
機
関

在
職
中
一
般
枠
で
働
い
て
い
る
が
、
転
職
希
望

就
労
移
行
支
援
事
業
所

25
精
神
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

A
D
H
D

30
10
ヵ
月

事
務
補
助

30
時
間
以
上

医
療
機
関

求
職
中
一
般
枠
で
働
い
た
経
験
あ
り
。

就
職
活
動
が
う
ま
く
行
か
ず
相
談
。

障
が
い
者
委
託
訓
練

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
事
業
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

26
精
神
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

20
18
ヵ
月

清
掃

30
時
間
以
上

区
役
所

求
職
中
自
営
業
を
手
伝
っ
て
い
る
。

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

就
労
移
行
支
援
事
業
所

27
知
的
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

20
7ヵ
月
（転
職
）

事
務
補
助

30
時
間
以
上

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（障
害
者
窓
口
）

在
職
中
一
般
枠
で
働
い
て
い
る
が
、
う
ま
く
行
か
ず
相
談

職
業
評
価
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

職
業
準
備
支
援
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

28
精
神
A
D
H
D

30
ク
ロ
ー
ズ

5ヵ
月

事
務
補
助

30
時
間
以
上

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（障
害
者
窓
口
）

求
職
中
一
般
枠
で
働
い
た
経
験
あ
り
。

就
職
活
動
が
う
ま
く
行
か
ず
相
談
。

職
業
評
価
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

職
業
準
備
支
援
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

29
精
神
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

40
ク
ロ
ー
ズ

2ヵ
月
（転
職
）

看
護
師
業
務

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

在
職
中
一
般
枠
で
働
い
て
い
た
が
、
体
調
不
良
で
休
職
中
。

職
場
復
帰
を
希
望
。

職
場
復
帰
す
る
が
、
再
休
職
の
後
、
退
職
。

退
職
後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
職
活
動

30
精
神
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

30
4ヵ
月
（転
職
）

品
出
し
　
組
立

30
時
間
以
上

困
窮
者
支
援

求
職
中
一
般
枠
で
働
い
た
経
験
あ
り
。

就
職
活
動
が
う
ま
く
行
か
ず
相
談
。

ケ
ー
ス
N
o2
0

退
職
後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
職
活
動

31
精
神
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

30
55
ヵ
月

事
務
補
助

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（障
害
者
窓
口
）

求
職
中
働
い
た
経
験
な
し
。
ひ
き
こ
も
り
状
態
。

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

障
が
い
者
委
託
訓
練

就
労
移
行
支
援
事
業
所

32
精
神
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

20
ク
ロ
ー
ズ

5ヵ
月

調
理
補
助

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

求
職
中
高
校
を
平
成
28
年
9月
に
卒
業

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

職
業
評
価
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

職
業
準
備
支
援
（職
業
セ
ン
タ
ー
）

33
知
的
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

（知
的
障
害
重
複
）

40
70
ヵ
月

軽
作
業

（就
労
継
続
Ａ
型
）

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

医
療
機
関

求
職
中
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

定
期
的
な
相
談

34
知
的
（知
的
障
害
重
複
）

20
20
ヵ
月

軽
作
業

（就
労
継
続
Ａ
型
）

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

就
労
継
続
Ｂ

求
職
中
就
労
継
続
Ｂ
型
事
業
所
か
ら
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
の
相
談

就
労
移
行
支
援
事
業
所

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

35
精
神
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

30
30
ヵ
月

３
ヶ
月
で
退
職

軽
作
業

（就
労
継
続
Ａ
型
）

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

医
療
機
関

求
職
中
退
院
後
、
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

就
労
移
行
支
援
事
業
所

36
精
神
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

30
3ヵ
月
（転
職
）

軽
作
業

（就
労
継
続
Ａ
型
）

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

医
療
機
関

求
職
中
退
院
後
、
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

ケ
ー
ス
N
o3
6

A
型
事
業
所
が
閉
鎖
に
な
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
職
活
動

37
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

20
9ヵ
月

１
０
か
月
で
退
職

軽
作
業

（ 就
労
継
続
Ａ
型
）

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（障
害
者
窓
口
）

求
職
中
専
門
学
校
を
休
学
中

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

A
型
事
業
所
を
利
用
し
て
い
た
が
退
職

そ
の
後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
職
活
動

38
精
神
広
汎
性
発
達
障
害

10
7ヵ
月

軽
作
業

（就
労
継
続
Ａ
型
）

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

区
役
所

在
職
中

ク
ロ
ー
ズ

一
般
枠
で
働
い
て
い
た
が
、
苦
労
す
る
こ
と
が
多
く
発

達
障
害
を
疑
っ
て
相
談

家
族
と
の
折
り
合
い
が
悪
く
、
一
人
暮
ら
し
を
希
望

Ａ
型
事
業
所
を
利
用
し
な
が
ら
転
職
活
動
を
す
る
こ
と
に

39
精
神
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

30
15
ヵ
月
（転
職
）

軽
作
業

（就
労
継
続
Ａ
型
）

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満

職
業
訓
練
校

求
職
中
職
業
訓
練
校
で
訓
練
を
受
け
た
が

就
職
が
決
ま
ら
ず
相
談

支
援
後
、
3年
間
一
般
企
業
で
働
く
が
、
会
社
都
合
で
離
職

そ
の
後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
職
活
動

40
知
的
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

40
12
ヵ
月
（転
職
）

軽
作
業

（就
労
継
続
Ａ
型
）

20
時
間
以
上

30
時
間
未
満
は
ー
と
ふ
る
ぷ
ら
ざ
求
職
中
一
般
枠
で
働
い
た
経
験
あ
り
。

就
職
活
動
が
う
ま
く
行
か
ず
相
談
。

職
業
訓
練
校
を
中
途
退
校

そ
の
後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
職
活
動



         発発達障がい者就業支援コーディネーター事業コラボ企画 １ 

 

 

「こころとからだのワークショップ」実施報告 

【平成２８年度】 
1．目的 

発達障がいがある成人期の方たちが小グループで感情やそのコントロール方法、感情とからだのつながり

等についてともに学び、からだを動かすことによるリラックス効果や楽しさを体験する、また、自分の得

意・不得意について話し合う機会を設定することにより、就労するために大切な「健康維持」や「感情の

コントロール」「自己理解」への気づきと日常での工夫実施のきっかけとすることを目指す。 

２．参加者  
  平成２８年度、発達障がい者就労支援コーディネータおよび大阪市発達障がい者支援センターに就労を目

的に相談来所され、まだ就労支援機関の利用に至っていない、成人期の発達障がいの当事者３名（在宅、

男性３名、2 0 歳、2 1 歳、3 0 歳；平均年齢 2 3 .7 歳）。もう 1 名はバイトが決まったため参加されなか

った。今年度はグループワークに参加できそうな対象の方が少なかったため、3 名での実施となった。 

３．実施頻度・場所 
  ・実施頻度 … 1 0 /３１～3 /1 3  連続 6 回（１/M ）実施 
・実施場所 … 長居障がい者スポーツセンター 

４．方法・内容 
  ①方法 … グループワーク（G W ）＋からだを動かす体験 

・G W ：ワークシート活用による学習、話し合い 

        ・からだを動かす体験：深呼吸＋ストレッチ、軽スポーツ（F ホッケー、ボッチャなど） 

②G W 内容… 

1 回目 自己紹介、感感情学習（よろこび・リラックス）、 

きっかけカード・楽しいことの本・コーピンググッズの紹介、好きなこと探し 

 2 回目 感感情学習（うれしい・リラックスした）（どんな時に・からだの状態）、 

脳内ホルモンの話、感感情修復ツール（きっかけカード：好きなものの写真など）の作成・紹介 

   ３回目 うれしいこと日記、感感情学習（不安・怒り）（どんな時・からだの状態）、 

感情修復ツールの作成・紹介 

   ４回目 うれしいこと日記、きっかけカードを使ってみた感想、不安を減らすのに役立つ活動、 

感情修復ツールの作成・紹介 

   ５回目 うれしいこと日記、感情修復ツールを使ってみた感想、 

感情修復ツール（ツールボックス）の作成、からだを動かす体験 

   ６回目 うれしいこと日記、感感情修復ツール（ツールボックス）を使ってみた感想、 

マイナス⇒プラス変換ワーク 

５．効果検証 

  ①① アンケート結果（毎回参加者全員に実施）ななど 
   参加者 2 名については、G W とからだを動かす体験の役立ち度・理解度の評価は、4 段階評価で３ 

（役に立った・わかりやすかった）または４（とても役に立った・とてもわかりやすかった）であり、 

からだを動かす体験の評価は両者ともに高かった。残り 1 名は、ワークショップへの参加は楽しい、 

次回も参加したい、との感想であるものの、G W については少しわかりにくい（２）との評価であった。 

② 参加者の感想（抜粋）・経過 
   ・久しぶりにからだを動かせて良かった。 ・ボッチャがすごく楽しかった。 ・また参加したい。 

   ・新たな対処方法を実践していきたい。 

   ☆自立訓練施設利用中 1 名、職業訓練校今秋入校予定 1 名、障がい者雇用に向けて相談中 1 名  

６．今後の課題 
  ・G W 参加対象者の確保（募集方法） ・G W の普及～実施希望がある支援者の参加・研修も考えていく 

 

【平成２９年度（予定）】 
 ２８年度と同様の手法により実施すると共に、ＧＷの普及をめざし支援者の参加や研修の場を設定する予定。 



発発達障がい者就業支援コーディネーター事業コラボ企画 ２ 

 

発達障がいがある学生等の就労準備支援事業 実施報告 

【平成２８年度】 
1 ．目 的 

大学や専門学校を卒業後、社会との繋がりが持てないまま無業状態に陥り相談来所する成人期の方の中

には、アルバイトなどの就業経験がなく、卒業後の進路としての就業のイメージが持てず就職活動がう
まくいかなかった事例が多い。学生支援室や進路指導担当部との連携のもと、発達障がいがある学生が

在学中に発達障がいの特性をふまえた講座や企業での実習体験を含む就労準備支援プログラムに参加す

ることにより、就業イメージを持つこと、就労意欲を向上させること、各自に合った職業の選択を考え

るきっかけとすることとし、困った時の対応や工夫を知り就労に向けた課題整理をおこなうきっかけと

なることをめざす。また、学生支援者が発達障がいへの正しい理解と適切な対応への工夫を知り、障が

い特性に配慮しながら進路指導等をおこなうための一助となるよう、また、結果として卒業後の無業状
態を回避することを目指す。 

２．対象者 
   連携する大学等（大阪市立大学、他）に在学中の発達障がいがある学生、学生支援者 
３．実施期間・場所 
  ・実施期間…７月～２月 （ガイダンス、自己理解等講座、企業見学・実習等） 

・実施場所…連携就労移行支援事業所（サテライトオフィス平野）、協力企業（仕事体験、企業実習） 

４．事業内容・実施経過・参加状況 
  ＜発達障がいがある学生等＞ 

① ガイダンス＋先輩の体験談：「就労について語ろう会」7 月、8 月、1 2 月実施  
→ 学生８名（2 回生×１、3 回生×５、４回生×１、新卒×１）＋支援者（就職課）1 名参加 

② 講座受講：「自己理解講座」「社会人マナー講座」「S S T 」など → 学生 2 名参加 
③ 「企業見学」 ・特例子会社×１社    → 学生 2 名＋支援者（就職担当）1 名参加 
       ・一般企業（障がい者雇用）→ 希望者・企業の調整ができず未実施 

④ 「企業実習」 → 希望者なし 
⑤ ふりかえり：「就労に向けた課題整理」 → 個別に実施 

  ＜学生支援者等＞ 
    ・連携先大学教職員～大阪市立大学：学内の学生支援連携に向けて協力（学内職員対象講演会） 

            その他私立大学：社会資源（就労支援・相談機関等）や研修・講演会の情報提供 
    ・専修学校等への出前講座「発達障がいの理解と支援」「社会資源の活用」等 → C o が実施 
５．事業実施までの調整等 
   ６月～７月  連携先大学等への事業協力依頼（数か所の大学へ依頼予定）、実施協議 

連携先大学の学生支援担当職員・教員等への講座 

【発達障がい基礎講座、体験談、社会資源（就労支援・相談機関等）】 

          連携先大学学生支援室による学内アナウンス、学内での対象者選定・紹介 
         仕事体験・企業実習受入れ先企業等の開拓 

６．学生参加者について 
  ①紹介内訳：大学からの紹介３名、エルム個別相談ケース５名 
  ②参加者の経過（抜粋） 

  ・事例１：「語ろう会」参加→講座受講→企業見学→１２月「語ろう会」参加→学内支援者と就職の 
方向性を検討→障がい者雇用を目指すことに     ＊＊学生支援室からの紹介、３回生 

  ・事例２：「語ろう会」参加→問題点を整理→職業訓練校（秋季：発達障がい）受験・入校  ＊＊新卒 
  ・事例３：「語ろう会」参加後、休学・在宅→こころとからだの W S に参加→退学      ＊＊２回生 
  ・事例４：「語ろう会」参加後も一般職志望→4 回生になり障がい者雇用も視野に就活中   ＊＊３回生 
７．今後の課題  

学生：大学生活とのスケジュール調整なども含めた環境のもとで自己理解を深める仕組みが必要。 

   大大学：「個別事例を通して」と、「組織的に」発達障がいの理解を促す、両方のアプローチが必要。 

【平成２９年度予定】 
「語ろう会」⇒講座受講（自己理解）⇒企業見学⇒課題整理の全過程に参加可能となるよう、実施スケジ 

ュールや講座回数を見直すほか、学生支援者向け発達障がい理解を促す取組みを検討していく。 



                                      ＜資料５＞ 
 

「「専修学校等学生・進路担当者向け出前講座等」について 

 

【取り組みの背景・意義】 
近年、大学・専修学校を卒業後、進路としての就業のイメージが持てず就職活動がうまくいかなかった事
例や、就職はしたものの職場環境や仕事に対応できず不適応を起こし離職するといった事例が増加しており、
大学・専修学校等の学生支援担当等の支援者から、就職の前段階である在学中における支援を求める声が多
くあがっている。また、このような方々が相談に訪れる就労支援に関連する福祉サービス事業所や相談支援
事業所が多く開業されている中、相談や具体支援における質の担保が課題となっている。 
 これらを踏まえ、大阪市では、平成27年度から、大学・専修学校等に在学中の発達障がい（疑い含む）が
ある方及び学生支援担当者等に対し、自己理解や発達障がいの特性を踏まえた対応や工夫に関する講座や「し
ごと体験」等を実施し、後に訪れる就職活動や職場生活の中で生じる課題への対応方法を知る機会を提供す
る事業を実施した。 
 また、大学に限らず、専修学校等で発達障がいのある学生が在籍している学校等の教職員・家族等へも「発
達障がい理解講座」「社会支援と活用」といった内容での「出前講座」を積極的に実施し、学校在籍中の段階
から発達障がいの正しい理解、支援の工夫や社会資源利用ノウハウ等を広く発信し、学生への就労準備支援
の一環として取組んだ。 
 

 

【実施内容】   別紙１を参照 
 
 
 
【受講者の感想・意見】 
 
 ■学生・家族 
・地域の支援事業の枠組みを知ることができたと同時に、現場減額等でその空気感に触れることができ、 
これから自分が持つべきイメージが広がった。 
・様々な様態の社会資源が複数あることを実感でき、体験実習などに参加してみようと思った。 
・学校では「選べるだけの選択肢」の提示がなかった。多種多様な選択肢から、自分自身に合ったもの 
を選べるという気持ちになれた。 

  ・地域の支援者の横のつながりを間直に見ることができ、大変心強く思った。 
  ・今まで、全ての事業所で同じサービス科目だと思っていた。選択が可能だと知った（保護者）。 
  ・福祉事業所に勤めたいと思っていたので、たいへん参考になった。同時に知識やスキルを身に付ける 

必要性を感じた。 
 
 
 ■支援者 
・地域で開業する他事業所の今まで知らなかった支援内容を知ることができた。 
・これまでの取り組みや知らない知識が得られた。各事業所担当者の熱意や想いなどを聞け、勉強にな
った。 
・それぞれの就職後のフォロー（定着支援）などがどのようなものか等をより詳しく聞きたかった。 
・若い世代の力を感じるとともに、障がい者という視点だけではなく、次の世代の若者をどう育成する 
かが大切な視点だと思った。 

 
 
 
 



                                      ＜資料５＞ 
別紙１ 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 

種 別 会場等 参加者 来場数 内 容 

一般教育 
諸学校向け
講座 

（普通高校） 

（定時制） 

（専門専修   

  学校等） 

東朋高等専修学校 
（出前講座） 

在校生・家族・教職員・ 
支援事業者・行政関係者 

５６ 
・社会資源活用や福祉サー
ビス体験等の予約相談 
・SSTなどを用いたグループ
ワーク 

大阪医療福祉専門学校 
（出前講座） 

在校生・家族・教職員・ 
支援事業者・行政関係者 

４２ 

大阪医専（出前講座） 在校生・教職員 ３５ 
基礎講座（発達傾向のある
方への理解と支援方法） 

四天王寺大学 
（出前講座） 

在校生・教職員 １５ 

桃谷高校定時制Ⅲ部 
（出前講座） 

在校生・家族（保護者会）・
教職員（ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ担当者） 

５７ 

・家族向けに進路選択に関
する情報の提供 
・グループワーク（希望企
業などとの就業マッチング
のコツ） 

支援学校 
支援機関 
向け 
講座 

天王寺区民ｾﾝﾀｰ 
(学校指定合同講座) 

家族・地域学校教職員（在
校生）・地域支援事業者・ 

地域行政関係者 

７８ ・基礎講座（発達傾向のあ
る方への理解と支援方法） 
・地域支援機関担当者によ
るサービス説明・相談 
・学生就活相談コーナー 
・日中活動場情報の提供 
・余暇支援情報の提供 

東淀川区民センター 
（市民向け合同講座） 

１２ 

西成区民ｾﾝﾀｰ 
(学校指定合同講座) 

７８ 

大阪市職業指導ｾﾝﾀｰ 
（市民向け合同講座） 

２１４ 

在校生向け 
講座 

思斉支援学校 
（出前講座） 

在校生・教職員 

１０ 

・就職前マナー実践講座（面
接・身だしなみなど） 
・履歴書作成のための基礎
講座（書き方・自己アピー
ルの仕方など） 
・SSTなどを用いたグループ
ワーク（一般在校生向け就
活講座含む） 

東朋高等専修学校 
（出前講座） 

１５ 

市立中央授産場 
（出前講座） 

８ 

Give&Gift（移行支援） ２７ 

きょうばし（移行支援） １３ 

せふぃろと（継続A型） ２４ 



                                  ＜資料６＞ 

セセミナー等講演会・障がい者就労支援フェスタ実施状況について 
 

【目的】 

 講演等を通じ、発達障がいに関し、より多くの企業担当者・関係機関・支援者等に、正しい理解や支援

の工夫等の支援ノウハウを広く発信し、理解を深めていただくとともに、支援地域における支援ネットワ

ークの構築を目指す。 

 

派遣先 対象者 参加者数 内 容 

発達障害者雇用支援連絡協議会 

（大阪障害者職業センター主催の会議） 
協議会委員として参加（年２回） 

職場適応援助者 

養成研修 

医療機関のケースワー

カー、福祉サービス事業

所の支援員 

４０ 
講師（年２回） 

発達障がい者の雇用・支援事例の検討 

医療福祉学院 

（作業療法士学科） 
作業療法士科２年生 ３０ 

講義 

「発達障がい者の就労支援の実際」 

日本精神神経科診療所協

会児童青少年問題関連委

員会 

精神科医師、小児科医

師、心理士、教員、 

保健師 

２００ 
シンポジウム 

「発達障がいを抱える子どもたちのゆくえ」 

大阪市教育委員会インク

ルーシブ教育推進担当（教

育相談・研修）主催講座 

市内全学校園の特別支

援教育コーディネータ

ーのうち、校園長推薦を

受けた受講希望の教員 

５０ 
発達障がい専門講座 

「就労支援とキャリア教育について」 

 

障がい者就労支援フェスタ 
１９０ 

(49 機関) 

シンポジウム 

「企業の求める人材とは」 

シュウカツノートの配布 

 

【受講者の感想・意見】 

・具体的な事例と、そこから得られたコツが明確であり、具体的なイメージがしやすかった。現場に活かせる。 

・どんなことが就労のキーポイントになるのか、考えるきっかけがもらえました。 

・中学校のクラスの中で発達障がいの子供たちを対応している。今、目の前のことだけでなく未来の就職につ

いても意識する必要性を強く感じた。しかしやはり一番の難しい点は親の理解であると思っている。 

・小学生から高校生を対象に支援している。卒業の後の見通し、就労についての知識が無いと適切な支援が難

しいことがある。特に就労に当たり何が困難となるのか聞けたことが、今後につなげられそうです。 

・社会の中の発達、試行錯誤、連携、明るく支える、いろんなことを教えてもらいました。 

・進学や就職の際、発達障がいについて当人が理解し、支援を求められるよう学校教育で身につけて行かなけ

ればならないと思った。 

・各機関がリレーを行いながら障がいを抱える人へのサポート、治療を行って行ければと思いました。 



                                  ＜資料７＞ 

地域就ポツとの事例・情報共有勉強会実施状況（平成 28年度） 

実施月 情報共有・検討内容 対象 

５月 
コーディネーター事業の内容とその

活用（周知） 
大阪市内就ポツ７センター 

６月 
休職と復職を繰り返すケースの対応

（医療、職場、支援機関との調整） 
大阪市内就ポツ７センター 

７月 
障がい者手帳申請前に使える就労支援

について 
大阪市内就ポツ７センター 

８月 
威嚇・暴言・対人依存傾向のあるケ

ースの対応 
大阪市内就ポツ７センター 

９月 困窮者支援との連携について 大阪市内就ポツ７センター 

１０月 会社に不満を訴えるケースへの対応 大阪市内就ポツ７センター 

１１月 
家族に介護が必要になったケースへ

の対応 
大阪市内就ポツ７センター 

１２月 

学生への支援（家族に課題あり） 
卒業後ひきこもりにならないよう、

学校、医療、区役所と連携し就労支

援につなぐ動きをしているケース 

大阪市内就ポツ７センター 

１月 
学生への支援（障害者支援を拒否） 
わかものハローワークとの連携事例 

大阪市内就ポツ７センター 

２月 
研修報告 
シンポジウムでの発表内容の報告 

大阪市内就ポツ７センター 

３月 この一年の相談傾向について報告 大阪市内就ポツ７センター 
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